
講演会 

宗教は政治と どう向き合うか 

島薗進さん プロフィール 

東京大学名誉教授、NPO法人 東京自由大学 学長、世界平和アピール七人委員会委員、上智大学

グリーフケア研究所客員所員。 

1972年東京大学文学部宗教学・宗教史学科卒業、1977年同大学院博士課程単位取得退学、筑波

大学哲学思想学系研究員（文部技官）。1981年東京外国語大学外国語学部日本語学科助手。専

任講師、助教授、1987年東京大学文学部宗教学・宗教史学科助教授、1994年1月教授、1995年

同大学院人文社会系研究科教授。2013年定年退任、名誉教授。 2013～2021年、上智大学神学部

教授、実践宗教学研究科教授等を歴任。 

「キリスト者として平和を学ぶ」第40回勉強会 

カトリック雪ノ下教会：鎌倉市小町2-14-4（鎌倉駅東口から徒歩5分） 

問い合わせ先 : catholic.peace.kamakura@gmail.com 

■講師：島薗進さん 東京大学名誉教授、NPO法人 東京自由大学 学長 

 

■日時：11月13日（日） 14:00～16:20（受付開始 13:30） 

 

■会場：カトリック雪ノ下教会 大聖堂 
・事前申し込みは不要です。当日会場に直接お越しください。 

・新型コロナウィルス感染拡大防止のため大聖堂での参加者数を135名に制限させて頂きます。定員を超えた場合は

隣接の信徒会館（レベックホール 定員約40名 テレビ画面での視聴）にご案内致しますのでご了承下さい。 

・必ずマスク着用でご参加下さい。コロナ対策のため、少し早めにお出で下さい。 

・当日オンラインライブ配信（後日閲覧可）します。どなたでも会場外でPC、スマホからご覧になれます。 

・参加費無料 当日自由献金をお願いしております。 

スマホからはこのQRコードからお入り下さい↓ 

 安倍晋三元首相の衝撃的な銃撃事件をきっかけに、
旧統一教会と多数の政治家との不透明な相互依存関係
が明らかになってきました。 

 日本には明治以降、天皇制と一体となった国家神道
が軍国主義推進の精神的支柱として機能し、過酷な思
想統制の下で太平洋戦争に国民を駆り立てた大きな負
の歴史があります。 

 その反省から日本国憲法では政教分離の原則が謳わ
れるようになりましたが、今回明らかになった癒着の
実態はこの理念から大きく乖離したものと言えます。 

 日本の歴史や憲法、海外の歴史や現状から学び、宗
教と政治の関係はいかにあるべきか、島薗進先生から
お話しを伺い、共に考えたいと思います。 

オンラインライブ：https://www.facebook.com/catholicpeacekamakura 


